
被災地 米川ベース・南三陸

・大籠殉教地

２回目シスターズ・リレー

２０１１年７月２１日～３０日２０１１年７月２１日～３０日２０１１年７月２１日～３０日２０１１年７月２１日～３０日

幼きイエス会幼きイエス会幼きイエス会幼きイエス会 小林小林小林小林 登貴子登貴子登貴子登貴子



なぜ２回も

・１回目の釜石での体験の穴埋め

（大槌町での惨事を見てパニックにな

り、充分確認が出来なかった。）

・聖書、聖パウロの様に熱心に奉仕をする

よう感じたから。

・シスターや友人達の励まし etc.



ベースキャンプの前で



ベースキャンプの前で







津波の境目





防災センター



後方病院後方病院後方病院後方病院 船が突っ込んでい船が突っ込んでい船が突っ込んでい船が突っ込んでい

るるるる



屋上に車が・・・・・・・・















高台は、無害



船がここまで









殆どが津浪にさらわれた





病院の２階に船が突っ込ん病院の２階に船が突っ込ん病院の２階に船が突っ込ん病院の２階に船が突っ込ん

で・・・・・で・・・・・で・・・・・で・・・・・













津浪は上まで浸かったそうです



ボランティアの方達ボランティアの方達ボランティアの方達ボランティアの方達







防災センター防災センター防災センター防災センター



川に沿って山の奥まで津浪が・・・川に沿って山の奥まで津浪が・・・川に沿って山の奥まで津浪が・・・川に沿って山の奥まで津浪が・・・





大籠殉教地を訪ねて

• ベースから車で３０分ほどの所、岩手県・藤
沢町に大籠キリシタン殉教公園があります。

• 江戸時代はじめ３００人をこすキリシタンが
大籠で殉教。いかなる迫害にも屈しないで信

仰の道を守り抜いたキリシタンを讃えて建て

られた資料館がある。

• 処刑現場も見学できて、長崎の２６聖人を思
い出し、先人達の信仰に触れることが出来た。





この石に腰掛けて役人は、処刑を命

じ、監視した。







大籠教会











十字架の道行き



大籠殉教クルス館



彫刻家 船越保武氏の作品



南三陸町でのボランティア

・したこと

写真の洗浄

泥にまみれた写真を丁寧に洗う。



災害ボランティアセンター

• アリーナ（体育館）には、お棺とお骨が
安置されている。

• 警察の厳重な警備体制であったが、お祈
りできる。

• 近くに、テントを張ったボランティアセ
ンターの事務所がある。一般のボラン

ティアは、ここで仕事の打ち合わせや、

希望を言う。



アリーナ、死体が安置されている所アリーナ、死体が安置されている所アリーナ、死体が安置されている所アリーナ、死体が安置されている所





写真の洗浄作業





感想

• ベース（米川）と被災地（南三陸町）が離れ
ていたため心の切り替えが出来てよかった。

• 祈りの雰囲気があり、ボランティアの長期滞
在者がよく支えている。

• 地域の集会所を借りてベースがあるため、近
所の人と、交流が盛ん。

• 美しい自然の中で、それだけで癒される。
• 近くに殉教地があり、巡礼できる。

感謝


